2005年度　　9月理事会　議案書

日時：2005年9月20日（火）19：30～21：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：丸亀商工会議所会館会議室　　　　　　　　　　出席者：高畑理事長、宮川直前理事長、近兼顧問、川崎豊副理事長、川崎明副理事長、藤田副理事長、平井副理事長、佐柳委員長、亀山委員長、高木委員長、亀野委員長、片岡副委員長、古川副委員長、　　　　大坪副委員長、西山副委員長、渡辺副委員長、　　　宮崎副委員長、景山専務理事、田中事務局長　、　　有家副専務理事、池内事務局次長

　　　　　　　　　　　　　　計21名

議事録作成者：西山

議事録署名人：亀山直彦・亀野徳也

1、 開会宣言

２、「JC宣言」朗読ならびに綱領唱和

３、出席者の確認

４、理事長挨拶

５、直前理事長挨拶

６、顧問挨拶

７、資料確認

８、議事録作成者の確認

９、前回議事録の確認

・審議事項

・第一号議案：9月例会会場変更の件

亀野：議案書朗読

理事長：平井副理事長何か補足ありますか？

平井：別にありません。

理事長：9月例会会場変更の件について何かご意見ご質問ありますか？

　　　　　基本的には会場変更だけの議案ですが、審議のほうへ移っても良いでしょうか？

全員：異議なし。

　全員賛成。

　理事長：全員一致で可決いたしました。

· 第2号議案：10月例会日程変更の件

· 第3号議案：10月例会事業計画の件

関連事業のため同時審議

亀山：協議より変更点のみ説明

理事長：今回、たいら君が国会議員なられて講師の変更がありますそういったことで2号議案3号議案について何かありますか？

近兼：はい、今回平良君は議員になってもくるという話だったのですが、どうしても日程が近づいてドタキャンになってはいけないということで、誰か紹介をしてくださいといったら青少年の話なら古谷君がいいと、わんぱく相撲の実行委員長もしてるしいい話が聞けるだろうと、また会員拡大もしているのでその話もできるだろうということで全国大会でも３つセミナーを担当しているので平良君からも動員をお願いしたいといわれました。

理事長：川崎副理事長何かありますか？

川崎：はい、近兼顧問のほうからもいわれましたが、動員のほうですがブロック内にも声をかけて動員したいとおもっております。

理事長：はいありがとうございます。

近兼：今年、日本青年会議所の役員ということでそちらのほうからも案内を出したいと思います。

理事長：添付資料の新しい青少年事業も審議対象になるので簡単に説明してください。

亀山：説明

高木：スケジュールで見ると15分で一年間考えた事業を説明するとなっていますが、できるのでしょうか？　来年以降でこの事業をしてほしいという気があるんであれば質問とかも出てくるのではないでしょうか？逆に来年考える人が紙資料で考えれるのかどうかが心配なんですが。

亀山：どのぐらいの時間をかければいいのでしょうか？

高木：それは1時間でも足らないと思うのですが、15分の中で質疑応答もさせてもらえるのでしょうか？

亀山：一応資料の説明だけにしたいのですが。

高木：そう言う議案書になってますが、完全に一年間考えた発表だけならいいのですが、これを参考に次年度やったらどうですか？というのなら質問の仕方が変わるのですが。せっかくここまで考えてるのに発表だけで終わらすのはもったいないと思うのですが。

亀山：内容のシュミレーションみたいな感じでやるのであれば1時間か2時間くらいでできるのですが、そこまでの準備はできてないです。

高木：2006年と書いたあるだけにどうしても担当の人はきになるとおもうのですが？例会で報告しなければいけないのでしょうか？

亀山：年度当初、例会で発表しますと言っているので。

川崎明：次年度に引き継いでもらおうと思うとおかしくなるのであくまでも今年、こういうことを考えましたという報告だけにすれば良いのでないでしょうか。

亀山：参考にしてもらえばという形で行きたいと思います。

理事長：渡辺副委員長何かありますか？

渡辺：はい、日にちの件ですが、個人的には予定があるので一発審議というのはどうかと思うのですが。講師のかたの都合のあると思うがメンバーの動員が一番ではないかと思うのですが？

理事長：そうすると一度協議であげてもう一度臨時理事会を開かなければならないようになるのですが、その辺いかがでしょうか？

渡辺：私の意見でそこまで大げさになると困るので、ただ個人的には予定があるので参加できないなと思いまして。

理事長：渡辺副委員長が言ってることはよくわかりますが、ただ今回どうしても講師の方の日程が調整できないということでその辺皆さんにもご理解をいただきたいと思います。平井副理事長なにかありますか。

平井：はい、今回の日程変更ではたいら君のことがあって仕方がないということはわかるのですが、どうして古谷君に3１日でお願いできなかったのですか？

理事長：前回理事会で出てなかったですかね？

近兼：前回はたいら君がくるのであれば4日という話であったと思うのですが。

川崎明：たいら君なら4日で仕方ないと、なぜ古谷君に31日でお願いできなかったのかと。

亀山：古谷君のほうから4日で調整してほしいということだったのでそうなりました。

平井：私が言いたかったのはメンバーも予定をしているのでそれが代わればこれないというメンバーもいますよということを言いたかっただけです。

近兼：僕もその意見は大切だと思います、日程を調節できなかったのはマイナスだと思います。

片岡：例会会場は大体どれくらいのスペースなのでしょうか？

近兼：50から200くらいです。

片岡：それならブロックなり地区の動員はどうなのでしょうか？

亀山：声はかけます。

理事長：審議のほうに移ってもよろしいでしょうか？

全員：異議なし。

全員賛成

理事長：全員一致で可決いたしました。がんばってください。

· 第4号議案プチJC事業計画の件

西山：議案書変更点のみ説明

片岡：丸亀市に対してPRするということですが、開会式等に担当者を呼ぶとか言うことは考えてないですか？

高木：考えておりません。

片岡：呼んだほうがアピールできると思うのですが？

高木：前回理事会でも言いましたが、こっちから資料を持ってきてくださいといわれているので、それを広報に載せてもらうつもりです。

こちらから来てくれとはいえません。一応市会議員は呼びます。

片岡：呼ぶのに問題はないと思うのですが。

高木：議案書を見ていただければわかると思いますが、半分は子供たちにJCって楽しいこともあるんですよってわかってもらうための事業なのでそれをあんまり堅苦しくしたくないのですが。

片岡：せっかくなら呼べば良いんじゃないかなと思っただけで委員会内で呼ばないという意見が統一してあるのならそれで良いです。

平井：片岡君の意見もいいのですが、これから広報とか新聞に載せてもらうことで対外誌とかの何倍もPRできるということを各委員長も考えてほしいと思います。

片岡：今平井副理事長が言ったマスコミとかには声かけてるのですか？

高木：逆にこちらでいいとこだけをとって送るのと、呼んで全部見てもらうのとどちらがいいと思いますか？

片岡：僕は平井副理事長が言ったのでどうかなと思っただけです。

高木：僕は今後対外誌にお金をかけるよりそういうほうほうもあるよととったのですが。とにかく考えてないです。

片岡：もったいないな。

理事長：ほかになければ審議に移ってもよろしいでしょうか？

全員：異議なし

理事長：全員一致で可決いたしました。

· 協議事項

· 第１号議案対外誌Vol,2発行事業計画の件

有家：議案書朗読

高木：バサラ祭りを入れるのはどうかと思うのですが？

理事長：役員会で入れたらどうかという意見があったので入れたのですがその辺どうでしょうか？

高木：バサラ祭りは基本的に商工会議所の事業だと思うのですが？

平井：役員会で意見を出したのは私なんですが、写真だけでなくコメントも入れるんですね？

田中：コメントも入れます。

平井：コメントで青年会議所もお手伝いしましたという説明をいれたらと思うのですが。

高木：サラリーマンでもOKというのはサラリーマンを侮辱してないでしょうか？

理事長：次回までに何か考えます。

近兼：ロム数の確認をしてください。

川崎明：商工会議所は社団法人でしょうか？違うのなら９－１の文面がおかしいので考えてください。後、アスパックをもう少しわかりやすい説明にしたらどうかと思います。

· 報告以来事項

· 全国大会姫路の件

· 9月例会の件

· 新入会員入会見送りの件

